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「豊かな心と知性をもち、たくましく生きる生徒」の育成 

学校の教育目標 

 

・正しい判断の上に立って自主的に考え、責任をもって行動できる生徒の育成 

（１－３） 

・「思いやり」、「支え合う」、「自他を大切にする」ことができる生徒の育成 

（２－２） 

 

道徳教育の重点目標 

各学年の重点目標 

１年の目標 ２年の目標 ３年の目標 

・集団生活におい

て、望ましい生活

習慣を身に付け、

自分で判断し、責

任をもって行動で

きる生徒を育て

る。 

・相手の立場を尊重

し、思いやりの心

をもって友人と接

することができる

生徒を育てる。 

・学校生活の中堅と

して自覚をもち、

何事にも主体的・

積極的に活動でき

る生徒を育てる。 

・より良い生活を築

くため、思いやり

の心をもち、集団

に貢献しようとい

う態度を育てる。 

 

 

・最上級生としての

自覚をもち、自己

の役割や責任を果

たし、協力し合っ

て集団生活の向上

に努める生徒を育

てる。 

・他者とのふれあい

の場として社会を

とらえ、思いやり

を基調としたより

よい社会を築こう

という態度を育て

る。 

 

 

           各教科 

 

国語 

 

思考力や想像力を養い、

言語感覚を豊かにする。

コミュニケーション能

力を図る。 

 

社会 

 

人間の歴史・国際社会の

理解など公民的資質を

養う。 

 

数学 

 

筋道を立てて、表現する

能力を高める。 

 

理科 

 

自然への理解を深め、科

学的な見方や考え方を

養う。 

 

音楽 

 

表現や鑑賞を通して、豊

かな情操を養う。 

 

美術 

 

作品の制作や鑑賞を通

して、個性尊重・美に感

動する心を養う。 

 

保体 

 

主体的体験を通して、心

身の健康や集団生活に

必要な態度を育てる。 

 

技家 

 

製作や体験的な活動を

通して、協力する態度や

創造性を養う。 

 

英語 

 

言語や文化に関心をも

ち国際理解に努める。 

 

家庭や地域社会の実態と課題 

・保護者の学校への関心や期待も高く

協力的である。 

・比較的固定化された人間関係に浸っ

ているため、競争意識や自己啓発力

が弱く、自らを高めていこうとする

意識が低い。 

教師・保護者の願い 

【保護者】 

・思いやりのある子 

・粘り強い子 

・他人に迷惑をかけない子 

【教 師】 

・思いやりのある生徒 

・気づき、考え、実行する生徒 

 
総合的な学習の時間 

・自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら

考え、主体的に判断し、よりよく問

題を解決する資質や能力を育てる。 

・学び方やものの考え方を身に付け、

問題の解決や探究活動に主体的、創

造的に取り組む態度を育て、自己の

生き方ができるようにする。 

時代や社会の要請 

・国際化、情報化などの社会変化への

対応と情報モラルの向上 

・いじめや不登校など問題行動の解消 

・生涯教育の推進 

 

特別活動 

Ａ 

学級 

活動 

・学級生活を基盤とし、

集団成員としての望ま

しい資質・態度を育て

る。 

Ｂ 

生徒会 

活動 

・生徒会行事などの体験

を通して、互いに思い

やる態度を育てる。 

・主体的に考え、行動す

る態度を育てる。 

Ｃ 

学校 

行事 

・諸行事での体験を通し

て、自主性・協調性及

び豊かな心情を育成す

る。 

 

学校研究主題 

豊かな関わりの中で、「気づき、考え、実行する」生徒の育成 

～地域の力と連携した道徳教育を通して～ 

 

家庭・地域社会との連携 

学校だより・学年通信・学級通信・ＰＴＡ新聞などを通

して家庭や地域社会との連携を図り、交流を密にし、協

力体制を整える。 

・各種通信   ・ＰＴＡ活動        ・ＨＰ 

・地域行事   ・学校・家庭・地域連絡会 

 

◇ 日本国憲法 

◇ 教育基本法 

◇ 学校教育法 

◇ 学習指導要領 

           など 

学校生活における豊かな体験の計画 

道徳的心情を高め、道徳的実践を促すための豊かな体験

の場の充実に努める。 

・各教科等の授業    ・特別活動 

・部活動 

日常生活における    

生徒指導との関連 

・共感的な人間関係の育成を図るとと

もに生徒一人一人が目標をもって

将来を展望し、自己実現が図れるよ

うにする。 

学校、学級における教育環境の整備計画 

道徳教育を効果的にすすめ、人間として生き方についての

自覚を深めるための環境づくりに努める。 

・人間関係の充実 

・校舎・校庭や教室の整備 

人権教育 

・全教職員の共通理解を図り、日常の教

育活動における実践を通して、人権を

尊重する生徒を育成する。 

 
進路指導 

・生徒一人一人が自分の将来や生き方を

考え、自分にふさわしい進路選択がで

きるようにする。 

 道徳的実践の場 

 

年間指導計画に基づき、一人一人の生徒が道徳的価値の自覚を深め、実践力が

培われるように育成する。 

・道徳教育を補充、深化、統合する「かなめ」の時間とする。 

・特別活動や総合的な学習の時間などと密接に関連させ、生かしていく。 

・資料の整備や指導方法の工夫に努め、より意義のある時間にする。 

・ゲストティーチャー等指導方法を工夫する。 

・グループ学習、全体学習、ロールプレイング等の活動形態を工夫する。 

・「私たちの道徳」の活用方法を工夫する。 

道徳の時間の指導方針 

http://www.pdfcomplete.com/cms/hppl/tabid/108/Default.aspx?r=q8b3uige22

